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【エッセイ】

知識探訪――多民族社会マレーシアの横顔を読む

マレーシアは、世界のさまざまなものを内に取り入れ、新しいアイデアを常に世界に向
けて発信している社会です。
植民地化やそれ以前の経験から民族混成社会として形成されたマレーシアは、世界遺産
として認められるほどの民族的多彩さを持つとともに、イスラム経済の分野で世界を先導
しようとする積極性も備えています。国内では、ブミプトラ政策によって安定と成長をは
かる一方で、教育を通じて人材育成の努力を重ねてきました。多数派であるマレー人はイ
スラム教を日々の暮らしの参照点としていますが、主要三民族のほかに多彩な民族世界が
あり、また、近隣諸国出身の外国人も成長と多様化をもたらす存在としてマレーシア社会
に欠かせない存在です。このように多種多様な人々が集まるマレーシアでは、いろいろな
メディアを利用して意見の調整がはかられてきました。
「知識探訪――多民族社会マレーシアの横顔を読む」では、マレーシアの日常生活で見
られるものごとを切り口に、多民族社会マレーシアの横顔を紹介します。

■歴史と社会――混成社会のかたちと成り立ち
マレーシア現代史から：マラヤ非常事態と華人新村（村井寛志）
コロナ禍が照らした国家英雄（篠崎香織）
■政治と経済――ブミプトラ政策という挑戦
マレーシアの工業化を考える（穴沢眞）
マレーシア、クランバレーの公共交通（湯川創太郎）
サバ州でのコロナ感染拡大（井口次郎）
マイスジャテラ：コロナ禍のリヴァイアサン（辻修次）
■イスラムと宗教――日々の暮らしを支える参照点
草の根から世界へ：イスラム団体タブリーグの実像（小河久志）
最高裁元長官サレー・アバスの死去（光成歩）
■文化とメディア――民族混成社会に公共圏を作る
クアラルンプールのヨガ教室：「ヨガは私の人生を救った」（板垣明美）
■外国人――マレーシアに成長と多様化をもたらすもの
マレーシアで外国人が障害児を育てることの難しさ（久志本裕子）
■近隣諸国――近しき仲にも垣を結え
中国の海洋攻勢とマレーシア：その認識と対応（佐藤考一）
■日本との関係
歴史の闇に葬られた日本陸軍のリアウ諸島租借工作（渡辺洋介）
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このコラムは、JAMSの協力による『The Daily NNAマレーシア版』の月刊コラム「知
識探訪――多民族社会の横顔を読む」（2020 年 3 月～2021 年 2 月掲載分）を再掲したもの
です。再掲にあたり表現を一部変更し、写真や図表は原則として割愛しました。執筆者の
所属先は原稿発表時のものです（原稿発表日は本文の末尾参照）。過去の記事は JAMS

ウェブサイトで閲覧できます。
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マレーシア現代史から：マラヤ非常事態と華人新村

村井寛志

2020 年 3 月 16 日、新型コロナウイルス感
染者数の急激な増加を受けて、マレーシア政
府は活動制限令（Movement Control Order）
を発令した。違反者の逮捕・処罰を伴う厳し
い規制は、独立前の「マラヤ非常事態」以来
の厳しさとも言われる。
「マラヤ非常事態」とは、イギリス植民地
末期のマラヤ（今日のマレーシア半島部）
で、マラヤ共産党のゲリラ鎮圧のため、1948
年 6 月、植民地当局が非常事態を宣言し、そ
の後、独立後のマラヤ連邦政府が 1960 年に
これを解除するまでの時期を指す。
当時、マラヤの主要産業であったスズ鉱山
やゴムプランテーション周辺には、許可なく
土地を開拓して野菜栽培などを行う華人スク
ウォッタ―（不法占拠者）が多数居住してい
た。植民地当局は、これらの人々がゲリラへ
の食糧・物資、あるいは人員の供給源となっ
ているとし、周辺に設けた「再定住地域」
（resettlement area）内へと強制的に移住させ
る計画を実施する。「再定住地域」はやがて
「新村」（new villages）と呼び名を改め、
1954 年までにマラヤ全域で 480 の新村に、
57 万 3,000 人が移住させられた。
筆者は 2007～10 年、ヌグリスンビラン州
とスランゴール州のいくつかの新村（現在は
「華人新村」とも呼ばれる）で非常事態時期
の歴史についての聴き取り調査を行う機会が
あった。
当時新村への移住は有無を言わさぬ強制的
なものであった上、移住当初は住環境も劣悪
であることが多かったようだ。村は鉄条網で
囲われ、住民は、昼間はそこからプランテー
ションなどへ働きに出かけるが、夜間はゲー
トが閉じられるため、それまでに戻らなくて
はならなかった。ゲリラに提供させないた
め、食糧の流通は厳しく統制され、出入りの
際に食糧を携帯していないか検査を受けた。
一方で植民地当局は、新村を単なる一時的

な強制収容所でなく、交通、水道、医療衛生
施設など、物質生活面でのインフラを備えた
恒久的な居住地とすることを考え、学校教育
の普及や限定的な自治の導入などを通じ、華
人たちを（共産主義の中国ではなく）マラヤ
に忠誠心を持つ市民に育成するという理念を
掲げていた。
筆者らの聴き取りでも、スポーツや屋外の
映画上映会（プロパガンダが多かったようだ
が）などの文化活動や、村長や村民委員会の
選出（選挙による場合と委任による場合が
あった）、自警団の組織などについて聴くこ
とができた。
むろんこうしたインフラ整備や村民の組織
化は暴力的な強制と隣り合わせであり、村民
から感謝されていたというわけではなさそう
だ。しかし、好むと好まざるにかかわらず、
この時期に、農村部の華人住民の生活は新村
を中心に再編されていった。
通常 “再定住” の対象は華人に限られたた
め、新村の組織は必然的に華人に特化したも
のとなるが、一方で、親政府的な華人政党・
マラヤ華人協会（現マレーシア華人協会：
MCA）などを通じて州、あるいは全国的な
政治へとつながっていった。その意味では、
新村は、民族（エスニック集団）ごとのすみ
分けを強化しつつ、華人住民をマラヤ全体の
政治社会に統合していく作用を果たしたと言
えるかもしれない。
1960 年に非常事態が終了した後も多くの住
民は新村にとどまり、その枠組は、独立後の
マレーシアに引き継がれていく。現在、もは
や新しくない “新村” は、若年層の流出によ
る人口高齢化が言われて久しいが、その歴史
からは、マレーシアの社会統合における華人
の位置づけの原点が垣間見える。［2020.7.28］

（むらい・ひろし　神奈川大学）
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コロナ禍が照らし出した国家英雄

篠崎香織

2020 年 3 月半ば以降、新型コロナウイル
スの爆発的な感染拡大が起こったマレーシア
は、希望連盟政権の崩壊と選挙を経ない政権
交代、政府の不在という政治的な危機に直面
していた。新たに就任した保健大臣は「お湯
を飲めば感染を予防できる」と発言し、マ
レーシアは未知のウイルスに立ち向かえるの
だろうかとマレーシアの人たちを大いに不安
に陥れた。
その不安からマレーシアの人たちを救い、
国家英雄と称されるようになったのが、保健
省のノル・ヒシャム・アブドゥラ保健局長で
ある。1963 年に生まれ、マレーシア国民大
学で医学博士を取得し、1988 年に医務官と
なり、プトラジャヤ病院などで内分泌外科の
専門医として勤務したのちに、保健局長補佐
を経て、2013 年に現職に就いた。
ノル・ヒシャムは、毎日夕刻に会見を開く
とともに会員制交流サイト（SNS）やウェブ
を通じて情報を迅速・的確に発信し、データ
と科学的根拠に基づいて穏やかに冷静に分か
りやすく説明を行ってきた。質問をいくらで
も受け付け、防疫の最前線に立つ人たちへの
配慮を常に忘れず、感謝の手紙を送ってきた
少女に返信するなど、誠実さを示すエピソー
ドも数多く報じられてきた。中国国営の国際
英語放送網がウェブサイトで「真実を語り人
気を誇る世界のトップ医師」3人のうちの 1
人としてノル・ヒシャムを紹介すると、その
ニュースにマレーシア中が沸いた。
ノル・ヒシャムは、その出自も注目された。 
華人の両親をもつが、貧しさゆえにマレー人
のイスラム教宗教教師に引き取られたとの情
報が SNSを通じて広がった。これに対する
ノル・ヒシャムの反応もまた話題となった。
防疫の最前線にいる人たちに感謝を伝える

『百万回の感謝（Respect1000000）』という楽
曲が制作され、ジェリル・リー（李佩玲）が
これを歌った。制作プロデューサーから SNS

を通じてこの楽曲を送られたノル・ヒシャム

は、SNS上で楽曲への感謝を伝えるととも
に、「歌手を知っている、ジェリル・リーだ
ね、私と同じく養子だった」と投稿した。
ジェリル・リーは、英語、マレー語、華語を
操り、圧倒的な表現力と歌唱力で台湾や中国
の歌唱コンテストで審査員と観客の心を掴
み、マレーシアでも人気となった女性歌手で
ある。生みの親は非華人であるが、生後すぐ
に華人の養父母に引き取られた。ノル・ヒ
シャムはこの投稿で、自らが養子であったこ
とを言明したかたちとなった。
ただしのちにノル・ヒシャムは、自身の出
生地は不明で、生後数カ月でムスリムの華人
に引き取られ、生みの親と世間で伝えられる
人たちもまた育ての親であったと明かした。
育ての家族が 2つあるのかと問われたノル・
ヒシャムは、「育ての家族はたくさんある。
マレー人、インド人、華人。みな私を大切に
してくれた」と答えている。ノル・ヒシャム
は、自らの出自と育ちを特定の民族に固定さ
せない語り方をしている。
民族的出自が異なる子どもを受け入れて育
てることは、マレーシアでは珍しいことでは
ない。大人になって生みの親を探す人たちも
少なくなく、人探しの記事がたびたび新聞に
掲載される。これらの記事では、生みの親と
離別した痛みや悲しみが強調されがちで、そ
のことが生まれながらの民族性とは異なる民
族性を備えて育ったことを痛みや悲しみとし
てとらえるようなニュアンスをも生みがちと
なる。
これに対してノル・ヒシャムは、自らの出
自があいまいで、民族混成的に育てられたと
肯定的に語る。そこには多文化混成的な家と
してのマレーシアが肯定的に映し出される。
そのようなマレーシア像を示すところもま
た、ノル・ヒシャムが国家英雄と呼ばれるゆ
えんなのであろう。［2020.8.25］

（しのざき・かおり　北九州市立大学）
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マレーシアの工業化を考える

穴沢　眞

1957 年の独立以降のマレーシアの経済発
展をけん引してきた産業が製造業であったこ
とに異論はないであろう。その製造業の国内
総生産（GDP）シェアが 2000 年頃をピーク
に急速に低下している。独立直後の 1960 年
の製造業の GDPシェアはわずか 8.7％であっ 

たが、80 年には 19.2％、90 年には 26.5％、
そして 2000 年には 36.0％に達した。その後、
このシェアは低下を始め、17 年にはその数
値は 23.0％となった。
先進国ではゆっくりと進行した脱工業化
が、マレーシアを含めた中進国では急速に起
こりつつある。マレーシアのように、十分な
工業化が終わらないうちに製造業のシェアが
低下する現象は、未熟な脱工業化または早期
の脱工業化と呼ばれている。しかし、マレー
シアの場合、製造業の生産額や就業者数自体
の減少は起こっておらず、緩やかではあるが
増加している。この点は先進国の脱工業化と
は異なる。製造業の GDPシェアの低下は
サービス産業に代表される第 3次産業の急速
な発展によると結論づけることは容易である
が、マレーシアの製造業は構造的な問題を内
包しており、それらが政府が進めようとして
いる Industry 4WRDにも影を落としかねない。
1980 年代、90 年代のマレーシアの製造業
をけん引してきたものは海外からの直接投資
であった。特に電機・電子産業に直接投資が
集中していた。外資系企業による生産額は長
年に渡り総生産額の 40％以上を占めてきた
が、最大で 50％を超えた年もある。近年、
単発での大規模投資はあるものの、当時のよ
うな外資の大量の流入はすでに過去のものと
なった。日本などの先進国からの直接投資は
中国、そしてベトナムやインドというよう
に、発展段階のより低い国々へと向かってい
る。その中でマレーシアが多くの投資を引き
付けることは難しくなっており、生産拠点を
マレーシアから他の国に移した企業もある。
外資主導の急速な工業化は終焉を迎えたが、

これまで外資に依存していた製造業内では地
場企業の成長が遅れている。特に中小企業の
育成はさまざまな政策が講じられたが、全体
の底上げには至っていない。
マレーシアの製造業の課題として高度なス
キルを持った人材の不足が挙げられる。2015
年の工業センサスによると製造業における高
スキルの就業者（マネジャー、専門職、エン
ジニアなど）の比率は 17.7％であり、全産業
の数値、25.5％と比較すると見劣りする。逆
に中スキル（事務職、オペレーターなど）は
75.1％と比率が高く、全産業の 60.7％を上
回っている。製造業の就業者の学歴をみると
大学院卒が 0.6％、大学卒が 6.9％、短大・高
専卒が 8.6％であり、高学歴者の比率が総じ
て低い。マレーシア全体では大学卒が
11.9％、短大・高専卒が 9.8％であり、ここ
でも製造業はマレーシア全体の数値を下回っ
ている。
外国人労働者に依存する体質も重要な課題
である。マレーシアの所得水準、高齢化、低
失業率と労働力不足が外国人労働者を不可欠
なものとしている。マレーシア全体ではおよ
そ 200 万人の外国人労働者がいるといわれて
いる。製造業は最も外国人労働者に依存して
いる産業であり、日系企業でも地場企業でも
工場現場では多くの外国人労働者をみかけ
る。同じく 15 年の工業センサスによれば、
製造業内の総就業者数 212 万人のうち、
25.9％に当たる 54 万 8,000 人が外国人労働者
であった。男女比は男性 73.9％、女性 26.1％
で、女性は特に電機・電子産業や繊維・衣類
産業に多くみられる。マレーシアの労働者が
いわゆる 3K職場を敬遠し、単純労働を中心
に外国人労働者がその部分を補完する必要は
あるが、長期的な観点からは自動化の導入を
遅らせ、技能の継承が滞るなどの問題点が顕
在化する可能性がある。［2020.3.24］

（あなざわ・まこと　小樽商科大学）
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マレーシア、クランバレーの公共交通

湯川創太郎

マレーシアの人口 1,000 人当たりの自動車
保有台数は 479 台（2016 年、出典：総務省
統計局「世界の統計 2020」）であり、日本
（609 台）と比べると少ないものの、開発途
上国としては車社会化が進んでいる。もちろ
ん、都市の交通を自動車にばかり依存するこ
とは、渋滞やエネルギー消費の面から考える
と望ましくなく、マレーシア半島部では公共
交通の整備も進められている。ここでは、ク
ランバレー（クアラルンプール市とそれを囲
む首都圏地域）を中心とした、陸上公共交通
の整備と課題について、簡単に紹介したい。
マレーシアの陸上公共交通は、マレー鉄道
公社（KTMB）が経営する都市間鉄道網、同
じ線路を使って、首都圏およびペナン州周辺
で運行される近郊輸送サービス、KTMコ
ミューター、LRT（小型車両が高架上を走行
する鉄軌道システム）、MRT（都市高速鉄
道）、モノレールなどのクランバレーの軌道
系交通、都市間を結ぶ都市間バス、都市内や
地域の日常の輸送で活躍するローカルバスで
構成される。他の東南アジア諸国でよくみら
れるワゴンやバンなどを用いた乗り合い輸送
は、かつては類似の形態が存在したものの、
現在の半島部では消滅している。
クランバレーの軌道系交通網は、1980～90
年代に行われた国際協力機構（JICA）の交通
調査の結果をもとに、90 年代後半から改良・
建設が始められており、現在の総延長は、
KTMコミューターが 250 kmほど、そのほ
かの新設の軌道網の合計が 60 kmほどであ
る。その後、2016 年に全長 50 kmにわたる
MRTが開業するとともに、既存の LRTも
30 kmほどの路線延長が行われている。
当初民間により建設・運営されていた LRT
の運営や民間バス事業者は 2000 年代初頭に
国有化され、10年には陸上公共交通の計画や
監督を一元的に行う政府機関、陸上公共交通
庁（Land Public Transport Commission: SPAD、
18 年に陸上公共交通局に改組）が設立され
た。SPADと同時に制定された 10年陸上公共

交通法では、国が公共交通サービスの供給に
責任を負うことも定められ、公共交通網の計
画・監督・運営に関する政府の権限は大きい。
このように書くと、緻密な計画と軌道系交
通網の整備によりクランバレーには利便性の
高い公共交通が構築されている印象を与えて
しまいそうだが、実際には問題も多い。道路
整備が先行した首都クアラルンプールでは、
巨大な駐車場を備えた高層住宅やショッピン
グモールが軌道系交通網ではなく高速道路に
隣接して立地するケースが多い。駅が近くに
あったとしても、歩く距離は長いといったこ
とは日常茶飯事で、自動車を利用していた
人々は簡単には公共交通に転換しない。
もう 1つの問題は、バス輸送の信頼性であ
る。郊外のMRTや LRTの駅からは住宅地
を巡回するバス路線が伸びており、国有であ
ることもあり、新型の低床車両が多数導入さ
れているのだが、いまだに正確な運行スケ
ジュールに沿って運行を行うという習慣がな
い。ある路線に配属されるバスの台数は決
まっているので、おおむねの運行間隔は推測
が付くが、待ち時間をなくすことは難しい
し、配属台数が予告なしに減らされることも
ある。全体的な政策や計画はあるものの、そ
れを実現に移す段階の施策に課題があり、自
動車の増加を止められないのがクランバレー
の現状である。
こうした公共交通の状況は当分変わりそう
にないが、変化の兆しもある。たとえば、
2020 年春のコロナウイルス感染拡大による
活動制限令下以降、乗客が長時間バス停で待
つことがないよう、スマートフォンにバスの
現在位置を表示するサービスが始まってい
る。こうしたサービスを拡充し、多くの市民
に公共交通の重要性を認知してもらうこと
が、今後のマレーシアの公共交通政策のカギ
となろう。［2020.6.30］

（ゆかわ・そうたろう　大阪商業大学）
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サバ州でのコロナ感染拡大

井口次郎

マレーシアでは、2020 年 2 月に自国民初
の新型コロナウイルスの感染症例が確認（第
1波）されたが、3月中旬までは散発的な感
染にとどまっていた。しかし、2月末から 4
日間、首都のモスクでイスラム団体タブリー
グが開催した集会から、3,000 件を超える症
例が発生した。サバ州でも同集会に参加した
タワウ在住者の感染が 3月 12 日に確認され、
同州初の症例となった。
感染拡大を受けて、政府は 3月 18 日から
活動制限令を全国に発令した。活動制限令に
は罰則があり、日本のように自粛要請での社
会の行動変容が期待できないマレーシアにお
いて、感染抑制に効果があった。活動制限令
は延長を重ね、第 2波が収束し始めた 5月 4
日に条件が緩和された（条件付き活動制限令）。
興味深いことにサバ州政府はこの条件緩和
を当初自州に適用しなかった（その後適用）。
州政府が独自の判断を下せるのは、活動制限
令の根拠が緊急事態法ではなく、憲法で連邦
と州の共同管轄事項である公衆衛生分野の法
だからと思われる。ただ、その時点でサバ州
の累計感染者数・死者数は、全国平均よりも
少なかった（州人口は全国の 12％だが、累
計感染者は全国の 2.4％、死者は 4％）。
なお、3月の活動制限令発令の直前には政
変があった。2018 年 5 月の総選挙でのマレー
シア史上初の政権交代を成し遂げた、マハ
ティール氏率いる希望連盟（PH）政権が、
誕生後 2年を待たず連盟内の内紛により崩壊
し、マレーシア統一プリブミ党（PPBM）の
ムヒディン・ヤシン党首が、統一マレー人国
民組織（UMNO）などの協力を得て首相に
就き、3月初旬に国民連合（PN）政権が成
立した。
選挙を経ずになされた今回の政権交代につ
いて「裏口政府」との批判もあり、解散・総
選挙を求める声もある中、感染拡大という緊
急事態への対応もあってか同政権は存続して
いる。
6月 10 日からは、さらに制限が緩和され

た回復活動制限令に移行し、その後 9月まで
感染は抑制されていた。しかし今度はサバ州
で政変が起こり、これが全国での感染拡大第
3波につながる。背景はまた 2年前に遡る。
2018 年の総選挙では、サバ州議会でも、
国民戦線（BN）の 24 年にわたる政権から、
野党・サバ伝統党（ワリサン）への政権交代
が起きた（選挙後、BNのムサ・アマン議員
が州首相に指名されたが、当選議員の移籍に
よりワリサンが政権獲得）。そして 2020 年 7
月末、ムサ・アマン元州首相は、州議会議員
の過半数の支持を取り付け州政権の奪取を試
みた。しかし、ワリサンのシャフィー・アプ
ダル党首（州首相）は即座に州議会解散を決
定し、選挙となった。
投票は 9月 26 日に行われた。筆者が訪れ
た投票所では感染防止の行動規制は守られて
いたが、政党集会など選挙関連の集会全てで
規制が守られていたとは思えない。危惧され
た通り、投票日前後から症例が増え、10 月
に入ると急増し、1日当たりの感染者数は第
2波をはるかに上回り 1,000 人を超えた。州
政府は 9月末に一部地域に強化された活動制
限令を、10 月半ばには州全域に条件付き活
動制限令を発令して規制を強めた。
一時は 9,000 人近かった州内の現感染者数
は 11月下旬には減少に転じ、2020 年 12 月末
時点で約 4,000 人である。しかし第 3波はマ
レーシア全域に広がり、全国の現感染者数は
1万 4,000人以上で、未だ減少は認められない。
なお、選挙の結果だが、大差はないがム
サ・アマン議員率いる旧 BN構成党による連
合が過半数をとり、サバ州議会でも再度の政
権交代となった。現在は BN政権時代に長ら
く州観光・文化・環境大臣を務めたマシ
ディ・マンジュン氏が、新型コロナ担当州政
府スポークスマンとして、州民に向けて状況
報告と感染予防の呼びかけを行っている
［2020.12.22］

（いぐち・じろう　株式会社パデコ）



39

マレーシア研究　第 10 号（2021 年）

マイスジャテラ：コロナ禍のリヴァイアサン

辻　修次

コロナ禍のマレーシアでスマートフォンの
充電が切れれば、市民権を半ば失ったような
ものだ。新型コロナウイルス感染症の対策ア
プリ、マイスジャテラで QRコードをスキャ
ンしなければ、建物や店舗に入ることも公共
交通機関を利用することもままならない。
2020 年 3 月半ばに活動制限令が敷かれた
際に導入されたマイスジャテラが効果を発揮
しているのは間違いない。国内の感染者は急
増しているが、クラスターや濃厚接触者の追
跡の結果、検査を求められ感染が判明した
ケースが大部分を占めている。マイスジャテ
ラが人々の動線をしっかり追尾できている証
である。
筆者の身近な知人も、これまで何人も隔離
の対象となったが、いずれも感染者との接触
やクラスターの発生した施設に居合わせたこ
とがアプリを通じて明らかになり、突然、警
察から検査と隔離の連絡があったという。比
較的感染者が少ないクランタン州の村落部で
隔離を指示された同僚に至っては、自宅待機
中、毎日 3～5回、警察官が在宅を確認しに
きたと苦笑しながら語ってくれた。
こうした逸話は、防疫という面では政府の
断固とした姿勢を示す心強いものであるに違
いない。だが、ジョージ・オーウェルの小説
のようなデジタル化した監視社会が、たとえ
一時的であれ現実のものになったことを如実
に物語る逸話でもある。
ここに至るまでには、相応の素地がある。
日本人が抱く牧歌的な印象と異なり、マレー
シア、特にマレー人の社会は、相当な監視社
会である。村落部では、治安維持を担う顔役
が、村民の支持政党を把握し野党支持者を経
済的に締め上げるといったことが長年行われ
てきたし、都市部でも、銀行口座からの出入
金、両替、外国送金など個人の金の流れを知
らぬ間に監視されていることもある。
2010 年代に入り、政府がシンガポールや
中国の成功に触発され行政の電子化を推し進

めると、かねての飽くなき管理欲ともいうべ
きものは ITと結びついてゆく。たとえば、
一部の国立大学では、1人 1人の学生の出欠
やわずかな課題の得点はいうに及ばず、テキ
ストマイニングを用いることで、リポートに
用いる語句の傾向まで大学当局が一元的に把
握できるシステムが運用されるようになった。
むろん監視社会に対する反発もある。特に
都市部の若者や知識人には、監視社会に対す
る激しい憤りを口にするものは珍しくない。
だが、皮肉なことに、コロナ禍がマレーシア
に訪れたのは、都市部のリベラル層が切望し
た「新しいマレーシア」の夢が、新政府の内
部分裂を経て、2年に満たず暗礁に乗り上げ
た、まさにそのときだった。
マイスジャテラは、これといった抵抗にも
合わず導入され、政府は全国民の動線を把握
し介入するシステムを構築し、運用する壮大
な社会実験の機会を得た。コロナ禍の早期収
束に関心が集中する中、野党陣営も、専ら 

政府の対応の手ぬるさを批判し、さらに効 

率的な監視と介入を主張する方向に向かって 

いった。
こうした一連の動向は、英国の経済誌「エ
コノミスト」などが昨年から表明している懸
念と重なり合うように思える。それは、疫病
に対する恐怖がきっかけとなり、効率的では
あるが、強権的な指導者や政治体制との「新
しい社会契約」に人々が傾き、世界的に自由
主義が退潮していくのではないかという危惧
である。
国内の政党政治が、かつてないほど流動化
する中、今この瞬間にも私たちを追尾してい
るマイスジャテラは、果たしてマレーシアに
おける「新しい社会契約」の不吉な前触れと
なるのだろうか。［2021.1.26］

（つじ・しゅうじ　マレーシア大学 

クランタン校）
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草の根から世界へ：イスラム団体タブリーグの実像

小河久志

イスラム団体タブリーグ。マレーシアにお
ける新型コロナウイルス感染拡大の報を受け
て、初めてこの名前を聞いた読者の方も多い
のではないだろうか。タブリーグとはいかな
る団体なのか、ここではその実態の一端を紹
介したい。
タブリーグは、1925 年にイスラム学者の
マウラーナー・ムハンマド・イリヤースが北
インドのメワートで始めたイスラム団体であ
る。預言者ムハンマドと教友たちが送った信
仰生活を理想と見なし、それを体現すべくさ
まざまな活動を行っている。
活動の中心となるのが、ムスリムによるム
スリムを対象とした「宣教」だ。これは、参
加者がムスリム同胞に対して、タブリーグが
重視する 6つの信仰行為を実践することの意
義と必要性を説き、かつともにそれを実践す
るという形をとる。モスクを拠点に行われる
この活動では、参加者に細かな規則が課され
る。タブリーグの特徴としてしばしば指摘さ
れる「政治から距離を置く姿勢」もその 1つ
だ。宣教は、参加者の居住地のみならず国内
各地や海外でも行われる。2020 年 2 月 27 日
から 3月 1日にかけてクアラルンプール近郊
のモスクで行われた宗教集会。新型コロナウ
イルスの大規模クラスターが発生したことで
注目されたこの宗教集会もタブリーグの宣教
の 1つである。
タブリーグの宣教には、いくつか条件があ
るものの、ムスリムであれば誰でも参加する
ことができる。参加者の大半は、ウラマーで
はなく、ごく普通のムスリムだ。彼らは、タ
ブリーグの宣教に参加することを宗教的な善
行と捉えている。その積み重ねを通して来世

の天国行きに近づくことが目指される。しか
し、参加の目的はそれだけにとどまらない。
イスラムを勉強するため、知らない土地のム
スリムと交流するためなど、参加者が置かれ
た状況に応じてさまざまである。なかには、
不良になった子どもを矯正させるために、我
が子を宣教に参加させる者までいる。
当然のことながら、全てのムスリムがタブ
リーグの活動に賛同しているわけではない。
宣教に参加することが家族に与える経済的、
精神的な負担や、インドで生まれかつ歴史が
浅いという来歴などを理由にタブリーグを批
判する者は多い。また、コミュニティー全体
でタブリーグの宣教団の受け入れを拒むケー
スもある。
しかし、タブリーグの宣教に参加するムス
リムの数は、そのハードルの低さやシンプル
な教えなどもあり世界的に増えている。イン
ド、パキスタン、バングラデシュで毎年行わ
れるタブリーグの年次集会は、イスラムの
メッカ巡礼（ハッジ）に次ぐ世界第 2の規模
の宗教行事となっている。タブリーグの宣教
に熱心に取り組む者の中には、南アジア 3カ
国に対して憧れを抱く者も多い。タブリーグ
は、草の根レベルの宣教を通して、支持者を
グローバルなレベルにまで広げているのであ
る。そしてその影響は、ムスリムの日常のさ
まざまな領域に及んでいる。マレーシアを含
むイスラム世界の現状を理解する上で、タブ
リーグは無視できない存在となっているので
ある。[2020.5.27]

（おがわ・ひさし　金沢星稜大学）
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最高裁元長官サレー・アバスの死去

光成　歩

2021 年 1 月 16 日、マレーシアの最高裁判
所（現在の連邦裁判所）元長官モハメド・サ
レー・アバス（Mohamed Salleh bin Abas）が
新型コロナウイルスへの感染により死去し
た。サレーは、マハティール政権下の 1988
年に弾劾裁判にかけられ、罷免された人物で
ある。同じ年には、サレーの弾劾手続きに抵
抗した最高裁判事 5人の弾劾裁判とうち 2人
の罷免、憲法の司法条項の改正も行われた。
1988 年は、マハティール政権の攻撃により
司法府の地位が揺らぎ、国民の信頼を弱めた
「司法の危機」の年と記憶されている。
サレーは、1929 年にトレンガヌ州で生ま
れ、戦後に英国留学して法学を修めた。マラ
ヤが独立した 1957 年に帰国して法務官僚と
なり、法務次官まで務めた後、1979 年に裁
判官に転身する。最高裁長官に就任した翌年
の1985年に、英国の枢密院への上訴制が廃止
されたことで、サレーは、国内訴訟の最終上
訴機関となった最高裁の最初の長官となった。
行政職を経験した裁判官が多かった司法府
は、政権の利益を擁護する傾向にあった。そ
れでも、1980 年代後半には、マハティール
政権に対する訴訟が立て続けに起こされるな
ど、異議申し立ての場として司法府への期待
が高まり、政権の主張を覆す判決も頻繁に出
されるようになっていた。こうした判決にい
ら立ったマハティール首相は、司法批判を展
開し、憲法の司法条項の改正に乗り出した。
1988 年の憲法改正では、司法府に独自の
権限を与える「連邦の司法権」という文言を
削除し、裁判所の管轄と権限を連邦法の範囲
内に限定する改正が加えられた（第 121 条第
1項）。改正は、司法府の地位の引き下げと
いうより、司法府へのけん制を意図した象徴
的なものとの見方が大勢である。
他方、この時第 121 条に追加された第 1A

項は、マレーシア司法に波紋を投げかけるこ
とになる。この条項は、各州のシャリーア裁
判所の管轄について、高等裁判所および最高

裁が管轄を持たないことを定めるものである。
第 1A項の追加は、イスラム的正当性が政
治的争点となった 1980 年代以降にマハ
ティール政権が進めていた政策のひとつであ
る。イスラム家族法改革による実定法の近代
化と、これを運用するシャリーア裁判所の審
級制の整備に合わせ、シャリーア裁判所に排
他的な管轄を付与したのである。高等裁判所
を上訴審としてきたシャリーア裁判所の司法
体系における位置は、大きく変わった。
「司法の危機」の文脈で言及されることは
少ないが、この第 1A項追加も、憲法とイス
ラム法との関係に関するサレーの見解と鋭く
対立するものだった。
サレーは 1988 年、チェ・オマル憲法訴訟
において、イスラム教を連邦の宗教と定めた
憲法第 3条が連邦の儀式や公式行事に関する
規定に過ぎず、同条を根拠に連邦法にイスラ
ム法との整合性を求めることはできないとの
判断を示した。憲法は世俗主義に立つとする
この裁判例は、現在に至るまで、イスラム法
の位置をめぐる憲法論争の参照点となってい
る。対して、裁判所管轄の線引きという形で
憲法内にイスラム法の新たな位置を与えた第
121条第 1A項は、サレーによるチェ・オマル
判決を乗り越え、憲法をイスラム主義的に解
釈しようとする論者の足掛かりとなっている。
1990 年代以降、第 121 条第 1A項を焦点と

する訴訟は次第に増え、2000 年代には司法
のイスラム化と呼ばれる判決の潮流が生まれ
た。2018 年のインディラ・ガンディ判決、
直近のロスリザ判決などではこの流れにも変
化が見られるものの、憲法とイスラム法との
関係を論じる上で、サレーの裁判例は言及さ
れ続けるだろう。このように見るとき、サ
レーの罷免は、マレーシアにおけるイスラム
法の現在に通じる転換点をなしているのであ
る。［2021.2.23］

（みつなり・あゆみ　津田塾大学）
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クアラルンプールのヨガ教室： 
「ヨガは私の人生を救った」

板垣明美

さまざまな民族がそれぞれの文化を発展さ
せ、同時にマレーシアとしてのまとまりもあ
るこの地域で、身体技法というテーマには奥
深い意義がある。そこには、人類共通の老化・
病気・死という課題に取り組む知恵がある。
2017 年と 18 年の 8月から 9月にかけて、
クアラルンプールでインド系マレーシア人の
友人のMさん宅に泊めてもらい、身体技法
の研究を実施した。彼女は腰痛の治療を兼ね
てヨガを実践しているという。最初は「太陽
礼拝」という朝起きてすぐに朝日の中で行う
一連の動きを教えてくれた。呼気と吸気とヨ
ガポーズを組み合わせて流れるように移行す
るルーティンだ。彼女は毎朝「太陽礼拝」を
実践している。
ある日、彼女が参加しているヨガクラスに
出ることが許可された。暗いうちにMさん
宅を出てヨガ教室が開かれるヒンズー教寺院
に着いたのは午前 6時ごろで、ヒンズー教の
寺院の屋根付きオープンエアの緑豊かな気持
ち良いスペースでその教室は営まれていた。
青色の上着を身につけて模範のポーズを示し
ている人がこの教室の指導者、並んで指導者
に向かい合って練習をしているのが生徒たち
である。指導者は一人ひとりの生徒たちの様
子を見ながらその体調に気を配り無理のない
ように動きを導き勇気づける言葉を発した。
また闇の中のろうそく光のイメージ、そ 

して、「あなたの体は完璧だ。そして完全 

に守られている（yourbody is perfect and fully 

protected）」という言葉などを使って前向き
な気持ちを導いた。ポーズを繰り出している
生徒たちに繰り返し投げかけられたこれらの
言葉は、心に染み入るような優しい声の静か
な語りかけであった。
マレーシア人の 3名の友人が「ヨガは私の
人生を救った（Yoga saved my life）」と言っ
た。そのうちの 1人は中国系マレーシア人で
あり、ヨガは民族の垣根を超えて人々を支え
ている。私は学位論文のためのフィールド
ワーク中にマレーシア半島部北西部クダ州の
マレー人農村で出会った天才的な呪医である
おじいちゃん治療師を思い出した。
彼もまた良い治療者は良い声で賢明な思考
をもっていなければならないと言っていた。
人々の苦しみに寄り添い、そして人生をサ
ポートする人は、染み込むような声で人々の
心身に語りかけ、肯定し、そして勇気付けて
いる。「ヨガは私の人生を救った」と語った
友人たちの身近にもヨガの指導者たちが寄り
添っている。［2020.11.24］

（いたがき・あけみ　横浜市立大学大学院）
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マレーシアで外国人が障害児を育てることの難しさ

久志本裕子

マレー語では、障害を持つ人のことを
“OKU（オーケーユー）” という。“Orang 
Kurang Upaya” とは「能力に欠けている人」
という表現で、口語として流通していた
“Orang Cacat”（欠陥のある人）が明らかに差
別的な表現であったのに対して、より「当人
のせいではない」というニュアンスを持つ正
式な呼び方として広まってきているのだが、
やはり「何か欠けている人」という呼び方で
あることは否めない。
マレーシア国民であれば主に医者の診断な
どをもって OKUとして福祉庁に登録するこ
とでき、よく見る OKUの駐車場利用や減税
その他ある程度の行政支援を受けることがで
きる。OKUとされる人の数は、2017 年の統
計でみると、全人口の 1.4％となっている。日
本で人口の 7.4％、世界保健機関（WHO）の
予測では世界の人口の約 10％とされる障害者
数と比較して明らかに少ない。軽度の障害は
ほとんど考慮されていないとみてよいだろう。
マレーシアでは 08 年に「障害者法」が成
立、10 年には「障害者の権利に関する条約」
に批准した。以後、教育分野でも障害を持つ
子どもが他の子どもと同じ場で共に学ぶ「イ
ンクルーシブ教育」を推進するなど、障害児
教育への関心が高まっている。特に自閉症に
ついては、ナジブ元首相のロスマ夫人が早期
教育センター PERMATAの設立など一連の
活動を行ったことや、16 年に自閉症の子ど
もを持つマレー人一家をテーマにした映画
「レダー（Redha/Beautiful Pain）」が公開され
たことで社会的認知が広まった。学校教育の
統計でみると、小学校から高校までの全学生
数約 450 万人（18 年）のうち、特別支援学
校の生徒は 2,000 人強にすぎず、通常学校の
特別支援級やインクルーシブ教育に約 9万人
と、何らかの支援を受けている児童生徒は全
体の 2％弱となる。日本では約 3％なので、
数字を見ると近いように見えるが、障害者雇
用に関する法整備も不十分なため、現状では
軽度の障害でも中等教育あたりまで受けた

後、特に何もせず家にいるという人も多い。
では、基本的にマレーシア政府の支援が受
けられない外国籍の場合はどうか。筆者自
身、軽度知的障害を持つ子どもがいる。筆者
がマレーシアの国立大学で働いていた 4年の
うち 3年はローカル系インターナショナル幼
稚園と小学校で過ごした。幼稚園では先生の
力量で何となくクラスに参加できていたが、
小学校では全くついていけず、「より適した
学校」への転校を薦められた。インクルーシ
ブ教育に力を入れるインター校も少数ある
が、ただでさえ高い学費に上乗せした学費が
かかり、とても手が届かない。療育を探そう
にも診断を受けるだけで一年以上、そもそも
診断も療育も当然英語かマレー語でしか受け
られない。
最後の希望、クアラルンプール（KL）日
本人学校では「個別問い合わせ」となってい
る。KL日本人学校には特別支援学級がある
ものの、教員が必ず確保できるわけではな
く、在籍者も非常に少ないのでいつ閉鎖され
るか分からない状況なのである。世界の日本
人学校の大多数はそもそも障害児の受け入れ
を実質拒否している。外国人が障害を持つ子
どもをマレーシアで育てようとすると「差別
を受けて当然」、それを乗り越える資金がな
ければ教育機会が得られないことを覚悟する
しかない。これまでマレーシアを自分の一部
のように感じてきたが、やはり国籍がなけれ
ば「よそ者」に過ぎず、日本からも支援の対
象外としかみなされないのだ。筆者はその
後、日本に帰国し、子どもは公立の特別支援
級に通っているが、そうでなければ子どもが
学校教育を受け続けられなかった可能性は高
い。マレーシアで障害児を育てることの難し
さと、日本人学校における特別支援教育の重
要性に対する認識を共有し、ぜひともそれぞ
れの立場からできる支援をお願いしたい。
［2020.4.28］

（くしもと・ひろこ　上智大学）
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中国の海洋攻勢とマレーシア：その認識と対応

佐藤考一

中国自然資源部の海洋調査船「海洋地質 8
号」が、4隻の中国海警船艇と 9隻の海上民
兵が乗る漁船を護衛に付け、2020 年 4 月 16
日（一説には 17 日）に、東マレーシアのサ
ラワク州沿岸から約 350 kmの同国の排他的
経済水域と大陸棚を含む海域に入ったこと
は、マレーシア国民に大きな衝撃を与えた。
それは同船が、5月 15 日までマレーシア海
域内にとどまり、資源探査を行うと共に、マ
レーシア国営石油ガス会社ペトロナスが傭船
したパナマ船籍の資源掘削船ウエスト・カペ
ラに付きまとい、その資源探査を妨害したか
らである。
これに対してマレーシアでは、海事研究所

（MIMA）のスマシー・ペルマル部長が
「COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の
流行に直面している間は、ほとんどの国の政
府の優先事項は人間の健康保障と、経済の下
降を避け、世界の供給連鎖を維持すること
だ。…こんな時に限られた価値のある資源を
多様な国々が主権主張している海域への侵入
を止めるために出さねばならないのは不幸な
事だ」と述べた（Diplomat, 20 April 2020）。
これは、米国のポンペオ国務長官が「中国共
産党が、COVID-19 危機に世界が注目してい
ることを利用して、いかに挑発的な行動を継
続しているかをはっきりさせることが重要
だ」と非難したこととも重なる。中国は新型
コロナ危機に乗じて、南シナ海での攻勢を強
めたのだろうか？
これまでの経緯を見る限りでは、中国側に
は「新型コロナ危機が終わっていないからと
いって、練兵戦備工作を緩めるな」という意
識はあるようだが、「新型コロナ危機に乗じ
て…」という意識はないようである。中国の
自然資源部や海警は、1953 年に中国の地図
上に引かれた 9段線の内側の水域（南シナ海
の 9割を占めるとも言われる）は中国の海と
考えており、自らの資源探査や、外国船舶の

「不法な調査・操業」の排除は、通常業務と
理解している節がある。
では、彼らはいつごろからマレーシアの水
域に入るようになったのか？
マレーシア政府がこれを意識し出したの
は、2010 年 4 月だと言う（『読売新聞』2011
年 1 月 3 日）。この時、中国政府は海洋監視
船海監 83 号をジェームズ暗礁に派遣して、
中国の領有を示す石碑を投下させ、さらに漁
政 311 等武装した 3隻の漁業監視船をスプラ
トリー諸島沖のマレーシアの排他的経済水域
に出し、マレーシアは駆逐艦隻と哨戒機を出
して 17 時間にわたって対峙した（海監も漁
政も中国海警の前身組織、13 年に統合）。
マレーシア国民が事情をよく知らないの
は、親中派のナジブ首相の時代はマレーシア
のマスメディアが反中的な報道を自制してき
たからである。マハティール首相が 2018 年
5 月に再登板してからは少し変化があった。
19 年のシャングリラ対話で、当時のモハマ
ド・サブ国防相は「南シナ海に中国海警が出
てくる。中国海警船の方がマレーシアの軍艦
よりでかいんだ。どうやって追い出す？」と
述べ、軍事力だけでなく、軍事に関わる外交
が大事だと強調した（KiniTV, 3 June 2019）。
2020 年 3月に首相に就任したムヒディン・
ヤシンは、同 6月のオンラインの ASEAN

（東南アジア諸国連合）首脳会議で「国際法
を順守して平和的に解決してほしい」と述べ
ている。だが、マレーシア政府は 19 年 12 月
には国連大陸棚限界委員会にマレーシアの大
陸棚の画定を申請しているし、20 年 1 月に
はウエスト・カペラの護衛のためにミサイル
駆逐艦を南シナ海に再度送ってもいる。挑発
はしないが、国家主権を守るために、あらゆ
る手段を尽くそうとする姿勢がそこに見え
る。［2020.10.27］

（さとう・こういち　桜美林大学）
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歴史の闇に葬られた日本陸軍のリアウ諸島租借工作

渡辺洋介

数年前、通説を覆しうる新史料がシンガ
ポールの収集家・研究者であるリム・シャオ
ビン（Lim Shao Bin）によって東京神田の古
本屋で発見された。一般に日本政府による東
南アジアへの南進政策は 1930 年代に開始さ
れたと言われているが、その史料によると、
日本陸軍参謀本部は 1910 年に既にボルネオ
植民地化の構想を持ち、その第一歩として、
シンガポールの対岸に浮かぶ蘭領リアウ諸島
の土地を租借していたことが判明したのだ。
ところが、この事実はある事情から闇に葬り
去られることとなる。
リアウ諸島租借工作を主導したのは、陸軍
参謀本部第二部長宇都宮太郎であった。宇都
宮は後に朝鮮軍司令官を務め、大将にまで昇
格した大物である。彼の抱く構想は壮大で、
積極的膨張主義といえる姿勢を有する一方、
将来の主敵は欧米となると予測しており、日
本が主導してアジア諸国と手を組む必要があ
るとも考えていた。当時から大東亜共栄圏に
連なる思想を持っていたのである。
その宇都宮のもとに、日本がリアウ諸島を
租借できるかもしれないという情報がもたら
されたのは 1910 年 4 月 26 日のことであっ
た。その日の日記に宇都宮は「此租借案件
は、或は大目的の緒となり得べきやも知れ
ず」と記し、期待感を膨らませている。
当時、リアウ諸島は、オランダとリアウ王
朝の二重支配といえる状況にあった。リアウ
王朝はマラッカ王朝の血筋を引く伝統あるマ
レー人の王朝で、ブギス人と協力して古くか
らリアウ・リンガ諸島を支配していた。その
後、英蘭協約（1824 年）によりリアウ諸島
はオランダの勢力範囲とされたが、リアウ王
朝はその後も存続し、統治を続けていた。
ところが、オランダは 1905 年ごろから蘭
印に残る王朝を征服するようになり、リアウ
王朝に対しても国王の政治的実権を奪う内容
の協定に署名するよう圧力をかけていた。王
朝存亡の危機に立たされたリアウ王朝がこの
とき目をつけたのが、当時、日露戦争に勝利

して存在感を増していた日本であった。
そうした状況において、1910 年 11 月 1 日、
リアウ王朝のアブドゥル・ラーマン国王は宇
都宮の代理人である上田丑松との間で、キラ
島、モモイ島、アウィ島というリアウ諸島の
3つの小島を租借する契約に署名した。その
狙いはオランダに対抗すべく日本を味方につ
けることにあったと思われる。ところが、ア
ブドゥル・ラーマン国王はオランダとの権力
闘争に敗れ、1911 年 2 月にシンガポールに
追放されてしまう。
一方、宇都宮のリアウ諸島租借工作も対欧
米協調を基本方針としていた政府主流派から
批判されることとなる。そもそもこの工作は
当時の陸軍大臣・寺内正毅の正式の許可を得
ずに、宇都宮が数人の協力者を得て、政府の
資金を流用して行った秘密工作であった。
この工作は、まずシンガポール領事館で問
題となり、工作にかかわった陸軍駐在武官松
本五左衛門は、リアウ諸島の租借はゴム栽培
を目的としたものに過ぎないという苦しい弁
明をした。当然、外務官僚の岩谷譲吉副領事
はこの弁明を受け入れず、戦略的要衝のマ
ラッカ海峡に陸軍関係者が土地を租借すれ
ば、その目的が何らかの軍事上のものである
ことは想像にかたくないと批判した。
この問題は 1911 年 1 月に東京に報告され、
外務大臣小村寿太郎名義で陸軍省に問い合わ
せが送られた。この工作は、既に述べた通り、
参謀本部の宇都宮が主導したのだが、このと
き陸軍省から外務省へ送られた回答は「参謀
本部に於ては該事件には何等関係無之候」と
いう責任逃れの虚偽報告であった。
これによってリアウ租借はゴム栽培を目的
とした「私人」の行為ということとなり、陸
軍参謀が関与した真実は闇に葬られ、つい数
年前まで歴史の中に埋もれていたのであっ
た。［2020.9.29］

（わたなべ・ようすけ　ピースデポ研究員）


